
                            

                            

                            

                            

    平成 29年 8月 1日発行 第 79号 

広
報 

第
七
十
九
号 

 

さ
く
ら
前
線 

一
つ
目
は
夏
バ
テ
の
汗
や
不
感
蒸
泄
に
よ
る
も
の
、
二
つ
目
は

下
痢
で
の
水
分
喪
失
に
よ
る
も
の
、
三
つ
目
は
尿
量
減
少
に
よ

る
も
の
（
も
と
の
水
分
が
な
い
た
め
出
な
い
）
、
四
つ
め
は
出
血

が
起
き
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
他
も
あ
り
ま
す
。 

三
つ
め
や
四
つ
め
は
速
や
か
に
病
院
へ
向
か
い
、
点
滴
や
止

血
含
め
た
処
置
も
行
う
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
こ
こ
で
は
、
一

つ
目
と
二
つ
目
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。 

汗
や
下
痢
で
は
、
体
内
の
水
分
を
排
出
し
、
さ
ら
に
は
取
り

込
も
う
と
す
る
水
分
以
上
に
外
に
流
れ
出
て
し
ま
い
ま
す
。
特

に
下
痢
の
時
は
、
皆
様
は
下
痢
を
し
て
る
か
ら
水
分
を
控
え
な

き
ゃ
！
と
思
う
人
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
・
・
・

が
！
！
そ
う
で
は
な
く
、
逆
に
下
痢
の
際
は
い
つ
も
以
上
に
水

分
を
摂
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。
汗
っ
か
き
の
方
も
、

マ
メ
に
水
分
補
給
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
必
要
以
上
に
摂

る
と
尿
と
な
っ
て
排
泄
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
適
度
な
補
給
が

必
要
で
す
。 

オ
ス
ス
メ
な
の
は
大
塚
製
薬
の
販
売
す
る
「
Ｏ
Ｓ-

１
」
と
い

う
水
分
補
給
ア
イ
テ
ム
。
一
本
200
円
と
少
し
割
高
で
す
が
、
効

果
は
抜
群
で
す
。
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
と
ア
ク
エ
リ
ア
ス
は
因
縁

の
対
決
で
す
が
、
ポ
カ
リ
の
方
が
糖
分
が
少
し
強
く
入
っ
て
お

り
、
脱
水
の
時
は
糖
よ
り
も
塩
分
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の

二
つ
よ
り
も
「
Ｏ
Ｓ-

１
」
が
適
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
今

度
飲
ん
で
み
た
ら
わ
か
り
ま
す
が
、
健
常
人
が
飲
む
と
し
ょ
っ

ぱ
く
感
じ
ま
す
が
、
脱
水
の
人
が
飲
む
と
美
味
し
く
感
じ
ま
す
。

ご
自
身
が
脱
水
か
ど
う
か
の
判
断
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

購
入
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

脱
水
症
で
来
院
さ
れ
る
と
、
点
滴
が
メ
イ
ン
と
な
り
ま
す
。
出

来
る
だ
け
経
口
で
い
け
る
方
は
、
ド
リ
ン
ク
で
の
補
給
を
、
ぜ

ひ
、
お
願
い
し
ま
す
。 

 

吾妻さくら病院 

３
．
社
会
復
帰
援
助 

４
．
受
診
・
受
療
援
助 

５
．
経
済
的
問
題
の
解
決
、
調
整
援
助 

６
．
地
域
活
動 

こ
の
よ
う
に
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー 

カ
ー
の
業
務
範
囲
は
幅
広
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

「
誰
に
相
談
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
場
合

に
も
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
ま
ず
話
を
聞
き
、
そ
こ

か
ら
必
要
な
情
報
を
提
供
し
た
り
、
直
接
援
助
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
医
師
や
看
護
師
と
い
っ

た
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
と
の
通
訳
的
な
役
割
を
担
っ
た
り
、
病

院
の
中
で
相
談
に
の
り
き
れ
な
い
事
柄
に
関
し
て
は
、
適
切

な
施
設
と
連
携
を
と
っ
て
支
援
を
行
い
ま
す 

皆
様
も
入
院
生
活
や
自
宅
で
の
介
護
な
ど
、
お
困
り
の
こ

と
、
相
談
事
あ
り
ま
し
た
ら
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 と

う
と
う
梅
雨
も
終
わ
り
、
暑
い
日
々
が
始
ま
り
ま
し

た
。
例
年
に
比
べ
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
的
な
降
り
方
が
多
か
っ
た

気
も
し
ま
す
。
そ
こ
は
、
か
ん
か
ん
照
り
に
よ
っ
て
地
面
が

温
め
ら
れ
、
そ
れ
が
一
気
に
冷
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
豪
雨
と

な
る
こ
と
か
ら
、
よ
く
晴
れ
た
裏
返
し
と
も
言
え
ま
す
。 

今
回
は
脱
水
が
テ
ー
マ
で
す
。
皆
様
は
人
間
の
身
体
っ
て
ど

の
く
ら
い
の
水
分
で
出
来
て
い
る
か
ご
存
知
で
す
か
？ 

高
齢
者
で
55

%
、
小
児
で
70

%
、
成
人
60

%
（
別
表
①
）

脱
水
と
い
え
ば
、
夏
バ
テ
の
脱
水
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
か
と

思
い
ま
す
が
、
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
吾
妻
さ
く
ら
病
院
地
域
連
携
室

の
唐
澤
で
す
。
今
回
は
地
域
連
携
室
で
日
々
患
者
様
や

御
家
族
か
ら
の
相
談
を
受
け
て
い
る
地
域
連
携
室
の

「
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
職
種
に

つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
は
、
多
様
な
活
躍
の
場
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
保
険

医
療
機
関
で
働
く
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、
一
般
的

に
「
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

病
院
へ
入
院
あ
る
い
は
外
来
通
院
す
る
患
者
さ
ん
は
、

実
に
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。 

例
え
ば
、「
退
院
後
の
生
活
は
元
通
り
に
で
き
る
の
か
」

「
介
護
を
し
て
く
れ
る
人
が
見
つ
か
ら
な
い
」
な
ど
、

人
そ
れ
ぞ
れ
困
っ
て
い
る
事
の
内
容
は
異
な
り
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
中
、
社
会
福
祉
の
立
場
に
い
る
医
療
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、
患
者
様
や
そ
の
家
族
の
方
々
と
向

き
合
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
心
理
的
・
社
会

的
問
題
の
解
決
、
調
整
を
援
助
・
支
援
し
て
い
き
ま
す
。 

 

あ
厚
生
労
働
省
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
主
な
業
務
内
容
は
次
の
通
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

１
．
療
養
中
の
心
理
的
・
社
会
的
問
題
の
解
決
、
調
整
援
助 

２
．
退
院
援
助 

 

薬
局
だ
よ
り 

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
ご
紹
介 

「
脱
水
の
季
節
」 

薬
局
長 

門
脇 

寛
篤 

 

 



                            

                            

                            

                            
 

 
 
 
 

 
 
 

 

暑
い
日
が
続
く
と
食
欲
が
低
下
し
ま
す
よ
ね
。 

あ
ま
り
食
欲
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
単
品
の
献
立
だ

け
で
食
事
を
済
ま
せ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

私
た
ち
は
毎
日
食
事
か
ら
栄
養
を
摂
る
こ
と
で
、
健

康
を
維
持
し
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
の
身
体
は
加
齢
と
と
も
に
、
唾
液
の
分
泌
量
が

減
少
、
喉
の
渇
き
を
感
じ
に
く
く
な
る
、
味
覚
が
衰
え

る
、
噛
む
力
が
低
下
す
る
、
飲
み
込
む
力
が
弱
く
な
る
、

消
化
液
の
分
泌
が
減
少
す
る
、
な
ど
栄
養
を
摂
る
た
め

に
必
要
な
機
能
が
徐
々
に
衰
え
て
い
き
ま
す
。 

た
ん
ぱ
く
質
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
栄
養
が
不
足

す
る
状
態
が
慢
性
的
に
続
く
と
低
栄
養
に
な
り
、
免
疫

力
や
体
力
が
低
下
し
、
寝
た
き
り
に
な
る
危
険
性
も
で

て
き
ま
す
。
肉
・
魚
・
卵
・
大
豆
製
品
な
ど
の
良
質
な

た
ん
ぱ
く
質
を
毎
食
欠
か
さ
な
い
よ
う
に
摂
取
し
、

『
低
栄
養
予
防
』
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。 

 

平成 29年 8月 1日発行 第 79号 

診 療 科  月 火 水 木 金 土 

内  科 

循環器科 

午前 

中澤※1 中 澤 

 

中 澤 中 澤 
於川※2

中 澤 

於 川 

午後 休 診 

外  科 

胃 腸 科 
(整形・リハ

ビリ科) 

午前  

原 口 

(群大) 

 

 

渡 邊 

(群大) 

 

休 診 

 

鈴 木 

(群大) 

 

笹 口 (群大) 

午後 休 診 休 診 

認知症外来 午後 休診※3 休 診 休 診 休 診 休 診 休 診 

外来受付時間： 午前 8 時 45 分 から 12 時 00 分まで  

/ 午後 13 時 00 分 から 17 時 00 分まで 

 休診日 ：土曜日午後、および日曜・祝日（当番医は救急対応） 

※ 第 1月曜日（7日）は内科休診となります。 
※ 於川医師の診療は第 3金曜日および毎週土曜日(祝日除く)となります。 
※ 診療日変更となる場合もございますので、院内掲示版や受付窓口にて 

最新情報をご確認ください。 

診療案内（８月） 
 

吾妻さくら病院 

※1 第 3 月曜日(21 日)AM9：45～17：00 は非常勤内

科医師の診療となります。 

※2 第 3 金曜日(18 日)の診療となります。 

※3 第 2 月曜日(14 日)午後の診療になります。心療

内科は新規の受け入れを休止しております。 

◆ かかりつけ患者様の急病時はいつでも対応します。 

◆ 外科休診日でも軽度のケガ等はご相談ください。 

◆ 8 月休日当番医は 13 日(外科)・27 日(外科)となりま

す。 

 

発行 ：吾妻さくら病院 広報委員会 

      吾妻郡中之条町伊勢町 782-1 

      TEL：0279-75-3011 

        FAX：0279-75-3299 

        URL：http://www.a-sakurahosp.com/ 

『
低
栄
養
を
予
防
し
よ
う
』 

管
理
栄
養
士 

針
塚
美
恵 

ジ
で
簡
単
!!
野
菜
レ
シ
ピ
！ 

栄
養
課
だ
よ
り 

                  

  
 

 

献立例 

 

献立づくりのポイント！ 

 

穀穀穀類類類（ごはん・パン・めん） 

＋たんぱく質(肉・魚・大豆製品 

・卵など） 

＋野菜類（野菜・海藻） 

 

をそろえましょう！！ 

食欲が落ちてきた方の 

栄養アップ対策 

 

副菜 野菜類 

主食 穀類 

 
 

 
 

汁物または、野菜の小鉢 

果物 主菜 肉・魚・卵・大豆製品 牛乳・乳製品 

果物や乳製品は間食に取り入

れてカルシウムやビタミンを

補給しましょう。 

手軽に栄養プラス！ 

＋おかかとしらす・豆腐・バナナ 

豆腐 

エネルギー 

たんぱく質 

ビタミン 

カルシウム 

鉄など 

 ご飯と味噌汁だけ 

 そうめんだけ 

＋焼き鳥のつくね・ヨーグルト・

青菜のお浸し 



                           

成人 

体
重
当
た
り
（％
） 

（男性） （女性） 

成人 小 児 肥 満 や せ 

100 

0 

 

50% 

70% 
65% 

55% 

60% 

区 分 細胞内液(%) 細胞外液 (%) 総体液量(%) 

新生児 40 40 80 

乳児 40 30 70 

幼児 40 25 65 

成人男子 40 20 60 

成人女子 30 25 55 

高齢者 30 25 55 

肥満者 25 25 50 

                                      別表① 

※「細胞内液」・「細胞外液」について・・・ 

上記の表のように細胞内液と細胞外液は一定の比率で保たれております（外液が減れば内液で補充する）。ま

た両者とも水分の他、Na イオンや K イオンなどの電解質も一定の濃度で含まれているため、脱水時には水分だ

けでなく、電解質（塩分など）の摂取も必要となります。 

 

 

 

 

細胞外液 

細胞内液 

核 

汗・尿・涙など 

水分補給（経口・点滴） 

(

体
表) 

 

 

 

 

細胞内液が足りなくなると、効率

よくエネルギーを生み出すこと

ができなくなり、脱水の状態に… 


